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令和６年度第２回契約監視委員会 

【 議事要旨 】 

令和７年２月 

独立行政法人中小企業基盤整備機構 

 

Ⅰ．日 時  令和７年２月２８日（金）１４：００～１６：３０ 
 

Ⅱ．場 所  独立行政法人中小企業基盤整備機構 ６階 第一役員会議室 
 

Ⅲ．出席者 （委員）内田委員長、笹野委員、藤田委員 

齋藤委員、笠原委員 

（機構）森澤財務担当理事 

後藤財務部長、安部監査統括室長、神保監事室長、 

越智企画課長、芳賀財務部審議役 
【議事概要】 

 

1．審議事項 

(1)令和６年度（６年４月～１２月）契約の一者応札案件 

  今回の審議対象期間（令和６年度４月～１２月）の契約案件のうち、一者応 

札・応募となった、８件の案件について、カテゴリー別にまとめて、点検・ 

審議した。 

 （※カテゴリー別個別案件については（別紙１）参照） 

 

２.報告事項 

(1)大規模調達案件に係る再委託、外注に関する適切性の確認 

「ＩＴ導入補助金」に係る事務局業務 

(2)令和６年度中小機構調達等合理化計画（４月～１月実績） 

(3)令和６年度契約監視委員会（第１回）の意見等に対する検討・対応状況 

(4)令和６年度(４月～１月)公益法人に対する１件あたり1,000万円以上の支出や 

前年度において同一の支出点検について 

－以上－ 
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 （別紙１） 

 

○カテゴリー別個別案件の審議概要 

 

［種別：システム開発・保守］ 

（１）①【令和６年度財務会計システム（ＳＰＡＴ－Ａ）運用保守業務】 

（１）②【令和６年度財務会計システムに係るワークフローシステム運用保守 

業務】 

議事概要・主な意見 

今後はカスタマイズをできるだけしないシステムを検討していただきたい。 

また、他の独法とシステムをシェアするなど横断的な取り組みができないか、

検討していただきたい。 

なお、運用保守の契約期間については、複数年を検討していただきたい。 

（１）③【小規模企業共済システム・中小企業倒産防止共済システムのデータ 

抽出・確認システムのインフラ及び環境構築・保守業務】 

議事概要・主な意見 

いかにスケジュールを前々から立てて、事業者に入札参加の働きかけを行うこ

とが重要である。また、公告から事業者決定までの期間が短いので、期間を長く

取ることを検討していただきたい。 

（１）④【福岡システムＬＳＩ総合開発センター（九州大学連携型起業家育成 

施設）におけるＥＤＡツール利用環境構築業務】 

議事概要・主な意見 

急遽執行すべき案件とのことだが、このようなことが想定されるのであれば、

事前に機構内で調達方法に係る検討を深めていただきたい。 

 

［種別：業務請負］ 

（１）⑤【第５期中期計画期間における会計監査業務】 

議事概要・主な意見 

応札条件の緩和など、検討いただきたい。また、機構内で別途業務を実施して

いることにより事業者が制限されることがないように注視して、計画的に進めて

いただきたい。 

 

（１）⑥【中小企業倒産防止共済契約者管理票の封入作業】 

議事概要・主な意見 

「作成及び送付要領」を見ると、電子データで提供と書いてある。もう少し早

くデータ渡しができていたのではないか。 
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［種別：物品等リース］ 

（１）⑦【中小企業基盤整備機構北陸本部公用車賃貸借(令和6年11月開始分) 】

      

（１）⑧【中小企業大学校人吉校業務用車両に係る賃貸借】 

議事概要・主な意見 

地域により応札条件に少し違いがあるので、各地の応札条件を比較して、どこ

まで条件の緩和が可能か、検討いただきたい。また、担当者も変わるので、しっ

かり引継ぎをお願いしたい。 

 

 

【講評】 

 

１）今回報告された１者応札案件（８件）について、合理化計画の中でも触れて 

  いる「１３の項目」が十分に実施されていないので、計画的に取り組みいた

  だきたい。  

２）地域本部では調達件数が少ないため、毎年春だけでなく、研修計画の中で複 

数回実施できるように、本部から指導をお願いしたい。 

３）システムについては、中・長期的な計画のなかで前広にしっかり検討してい 

くことと、各部署に分散しているシステム更新などの作業を、取りまとめて 

いくための仕組みを検討していただきたい。  

４）個々のシステムの中身は、各部署の技術的な内容も含まれると思うが、調達 

  に関わる検討段階については、中小機構全体で共有していただきたい。 

５）今回も議論に上がったが、総合評価方式に移行できるもの、事前確認公募を 

  採用するものを前広に議論いただきたい。 

６）今回の１者応札案件の報告を聞いていると「急な調達に直面して、結果的に

１者応札になってしまった」という説明が目立った。この課題について、調

達に詳しい方が、指導部署でしっかり確認してほしい。 

７）合理化計画以外でもシステム調達案件を統括・指導する部署をしっかり位置

づけていただくと、取り組みがなお進むと思うのでよろしくお願いします。 

 

以上 


